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被災された先生からのメッセージ











使用するＤＶＤチャプター：C-1 災害の経験から未来へ
活用できる教科・領域：社会、理科、体育、総合学習、特別活動

　
　ＤＶＤのＣ‐１「災害の経験から未来へ」を児童に見せたあと、ワークシート8を配付し、感じたこと、考えたことを自由に記入させましょう。

　また、被災地の先生からのメッセージを読み、先生自身も災害から「いのちをつなぐ」ことについて、今一度考えてみてください。
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ワークシート8「災害の経験から未来へ」
　　年　　　組　　　番　　　名前
いのちをつなぐために
❶「災害の経験から未来へ」のどんな場面が印象に残りましたか？

❷ 自分たちにできることは何でしょうか？

発展　　災害の経験から未来へ　　　　　　　　　　　　　　　　　対象／小学生用（４-６年）











たくましく成長し、きっと地域の復興の大きな力となっていることでしょう。


学習を終えた子どもたちには、これから出合うそれぞれの場所で想定される災害から自分のいのちを守ること、そして他の人のいのちを守る方法があることに気づかせてください。夢や希望を持って今のいのちを輝かすことのすばらしさを、他の人のために何かすることのすばらしさを伝えてください。そしてふるさとで育ち生きていくことに誇りと意欲を持たせてください。


青少年赤十字防災教育プログラム検討委員　


いわき市立好間第一小学校


校長　松本　光司





２０１１年３月１１日、大きな揺れと同時に、子どもたちの悲鳴や泣き声が聞こえました。放送機器も使用できなくなったので、一人一人の先生方の判断で子どもたちの命を必死に守っていました。大きな声で誘導する先生、余震から身を守るために子どもたちに覆い被さる先生…今でもその姿が目に浮かびます。


近い将来に大きな災害がやってくると言われ、将来に不安を持つ子どもたちが、災害をおそれるのではなく、災害と向き合う方法を知り、未来に希望や夢を持って進めるようにとこの教材を作成しました。


がれきの中を歩いていた子どもたちは、今、











▲がれきの中を歩く岩手県山田町の子どもたち。





▲がれきの中を歩く岩手県山田町の子どもたち。





▲津波によって被害を受けた岩手県山田町の様子。





▲津波によって陸地まで流されてきた船。








